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　 本入試は、 大学卒業後の社会人と し て の経験を 生かし て 研究に取り 組むこ と を 希望する 人のた めのも の  

です。

アド ミ ッ ショ ン・ ポリ シー

　 大阪大学のア ド ミ ッ ショ ン ・ ポリ シーを 受け、 人間科学研究科は、 人間や社会の全体的把握を 目指す、 総

合科学と し ての人間科学に、 よ り 高い学術的な水準と 、 深遠な社会的意義を 付加する ために、 1978年に博士

前期課程及び博士後期課程の大学院と し て発足し ま し た。 人間科学と いう 学問に求めら れる 社会から の要請

は、 近年ま すま す多岐にわたり 高度になっ てき ていま す。 こ のよ う な社会的要請に応える ため、 下記のよ う

な基礎学力や研究力を 有する 者を 求めていま す。

（ 博士前期課程）

【 求める 人材像】

　 人間科学研究科では、 学際性・ 実践性・ 国際性を 柱と する 教育プロ グ ラ ム を 充実さ せてき ま し た。 博士前

期課程では、 つねに異領域の学問分野にも 関心を 向け る 好奇心旺盛な態度、 内外を 問わず多様な 実践的な

フ ィ ールド に積極的に参加する 行動力、 グ ロ ーバルな諸課題に積極的に関与し よ う と する 意欲、 並びに高度

な語学力を 備え、 世界に向けて発信でき る 能力を 身につけたいと 希求する 学生を 強く 求めていま す。

【 入学者選抜の基本方針】

　 それぞれの専門分野における 基本的学力はも と よ り 、 自分の研究や思考を 他者に伝える こ と ができ る 表現

力、 並びに国際コ ミ ュ ニケ ーショ ン 力の土台と なる 外国語能力を 求めま す。

【 具体的選抜方法と 、 資質・ 能力と の関係】

　 博士前期課程の社会人特別入試では、 各分野で必要な専門知識と 研究計画・ 実施能力を 筆記試験（ 教育学

系のみ） と 口述試験で選抜し ま す。

　 注）  本研究科の課程は博士課程であ っ て、 こ れを 前期２ 年の博士前期課程（ 修士） 及び後期３ 年の博士後期課程 

（ 博士） に区分する も のです。

１． 専攻・ 系・ 講座・ 研究分野・ 募集人員

※出願は表中の研究分野の中から １研究分野を 選んでく ださ い。

※ 臨床心理学（ 臨床心理士養成コ ース ） の募集人員 8 名は、 人間科学専攻の一般入試と 社会人特別入試の募

集人員を 合計し た89名に含める も のと し ま す。

専攻 系 講　 　 　 座 研　 　 　 究　 　 　 分　 　 　 野 募集人員

人
　
　
　
　
間

　
　
　
　
科

　
　
　
　
学

行
動
学
系

人間行動学
基礎心理学／応用認知心理学／
社会心理学／臨床死生学・ 老年行動学／
環境行動学／安全行動学

若干名

行動生態学
比較発達心理学／行動生理学／行動統計科学／
生物人類学／比較行動学

社
会
学
・

人
間
学
系

社会環境学 現代社会と 社会理論／経験社会学／文化社会学

基礎人間科学
科学哲学・ 分析哲学／哲学と 質的研究／比較文明学／
人類学／科学技術と 文化

教
育
学
系

臨床教育学
教育人間学／人間変容論／教育工学／教育心理学／
臨床心理学（ 臨床心理士養成コ ース ： 一般入試と 社会
人特別入試を 合わせて募集人員 8 名）

教育環境学 教育社会学／教育制度学／生涯教育学／教育文化学

共
生
学
系

未来共生学
共生の人間学／共生社会論／
共生行動論／共生教育論

グ ロ ーバル共生学 国際協力学／地域創生論／コ ン フ リ ク ト と 共生
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２． 出願資格

⑴　 次のいずれかの出願資格を 有し た後に「 官公庁・ 学校・ 企業・ 団体等の在職経験」 又は「 勤務と 同等

の在籍経験」 が通算 ２年以上あ る 者

①　 大学又は専門職大学を 卒業し た者

②　 学校教育法第104条第 7 項の規定によ り 学士の学位を 授与さ れた者

③　 外国において、 学校教育における 16年の課程を 修了し た者

④　 外国の学校が行う 通信教育における 授業科目を 我が国において履修する こ と によ り 当該外国の学校

教育における 16年の課程を 修了し た者

⑤　 我が国において 、 外国の大学（ 専門職大学に相当する 外国の大学も 含む。 以下同じ 。） の課程（ そ

の修了者が当該外国の学校教育における 16年の課程を 修了し たと さ れる も のに限る 。） を 有する も の

と し て当該外国の学校教育制度において位置付けら れた教育施設であ っ て、 文部科学大臣が別に指定

する も のの当該課程を 修了し た者

⑥　 外国の大学その他の外国の学校（ その教育研究活動等の総合的な状況について、 当該外国の政府又

は関係機関の認証を 受けた者によ る 評価を 受けたも の又はこ れに準ずる も のと し て文部科学大臣が別

に指定する も のに限る 。） において 、 修業年限が 3 年以上であ る 課程を 修了する こ と （ 当該外国の学

校が行う 通信教育における 授業科目を 我が国において履修する こ と によ り 当該課程を 修了する こ と 及

び当該外国の学校教育制度において位置付けら れた教育施設であ っ て前号の指定を 受けたも のにおい

て 課程を 修了する こ と を 含む。） によ り 、 学士の学位に相当する 学位を 授与さ れた者

⑦　 専修学校の専門課程（ 修業年限が 4 年以上であ る こ と その他の文部科学大臣が定める 基準を 満たす

も のに限る 。） で文部科学大臣が別に指定する も のを 文部科学大臣が定める 日以後に修了し た者

⑧　 文部科学大臣の指定し た者（ 昭和２8年文部省告示第 ５ 号）

⑵　 在職経験又は勤務と 同等の在籍経験が ２ 年以上あ る 者で、 本研究科において、 個別の出願資格審査に

よ り 、 大学又は専門職大学を 卒業し た者と 同等以上の学力があ る と 認めら れた者で、 ２4歳に達し た者又

は令和 6 年 3 月末日ま でに２4歳に達する 者

　 た だし 、 大学又は専門職大学を 令和 6 年 3 月末日ま でに卒業見込みの者の出願資格審査への申請は認

めない。

　 なお、出願資格⑵によ り 出願し よ う と する 者は、所定の期間内に出願資格審査申請を 行っ てく ださ い。

（ 後出「 ８． 出願資格審査」 参照）

注）  出願資格⑴①と ⑵の「 大学」「 専門職大学」 は、 学校教育法第 1 条、 第83条及び第83条の ２ に定める

日本国内の大学、 専門職大学を 示す。

３． 出願方法及び注意事項

　 入学志願者は、 出願書類を 取り そろ え、 人間科学研究科所定の封筒によ り 、 大阪大学大学院人間科学研究

科教務係へ受理期間内に必着する よ う に簡易書留速達郵便にて郵送し てく ださ い。

　 なお、 受理期間終了後に到着し た出願書類については、 受理期間最終日以前の発信局（ 日本国内） 消印が

あ る 簡易書留速達郵便に限り 受理し ま す。 日本国外から の出願は、 受理期間最終日を 必着期限と し ま す。

⑴　 願書等受理期間

受　 理　 期　 間

令和 ５ 年11月２0日㈪　 ～　 令和 ５年11月２２日㈬

⑵　 出願書類（ 提出さ れた書類は返却し ま せん。）

①　 入学願書（ 本学所定用紙）

※ 外国人出願者は学歴を 小学校入学から 別紙（ 本学所定用紙） に記入し てく ださ い。

②　 写真票・ 受験票

※ 写真は正面上半身脱帽、 3 か月以内に撮影し たも ので、 縦 ５㎝×横 4 ㎝の大き さ のも のを 所定の位

置に貼付し てく ださ い。

③　 検定料収納証明書（ 検定料収納証明書のPDFフ ァ イ ルを Ａ 4 サイ ズで印刷し て提出し てく ださ い。）
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《 注意》

※検定料３0, 000円を 検定料納入シス テム によ り 、 納入し てく ださ い。

※国費外国人留学生と し て入学（ 出願） する 場合は、 納入は不要です。

※検定料は、 令和 ５年11月 6 日㈪ 10時から 11月２２日㈬ 17時ま で、 納入可能です。

※ シス テム 利用時に発生する 手数料は各自の負担と なり ま す。  

ま た、 本学の窓口での検定料の受理はでき ま せんので、 注意し てく ださ い。

※ 検定料納入後、 検定料収納証明書のPDFフ ァ イ ルを Ａ 4 サイ ズ で印刷し 、 他の出願書類と と も に

提出し てく ださ い。

※ 納入方法の詳細は、 以下に掲載の「 入学検定料支払いの流れ」 を ご 参照く ださ い。  

https://w w w .hus.osaka-u.ac.jp/ja/applicants_ for_ graduate/adm ission.htm l

④　 大学の卒業（ 修了） 証明書　（ 写し 不可）

※本学人間科学部出身者及び出願資格審査合格者は提出不要です。

※ 日本語ま たは英語以外の言語で記載さ れた証明書については、 大使館や公証役場等の公的機関が証

明済の日本語ま たは英語によ る 訳文を 添付し てく ださ い。

⑤　 学士の学位証明書

※独立行政法人大学改革支援・ 学位授与機構から 学士の学位を 授与さ れた者のみ提出し てく ださ い。

⑥　 大学の成績証明書　（ 写し 不可）

※本学人間科学部出身者及び出願資格審査合格者は提出不要です。

※ 大学等の編入学者は編入学前の学校の成績証明書も 併せて提出し てく ださ い（ 退学によ り 編入学前

の学校を 離籍し た場合も 含む）。

※ 日本語ま たは英語以外の言語で記載さ れた証明書については、 大使館や公証役場等の公的機関が証

明済の日本語ま たは英語によ る 訳文を 添付し てく ださ い。

⑦　 研究計画書

※ こ れま での専門及び職業上の経験を 述べ、 今後の大学院での研究計画について、 日本語ま たは英語

で、 Ａ 4 用紙に 4 ～ ５ 枚程度（ 日本語で4, 000文字程度）（ 英語については同等程度） を パソ コ ン 等

で作成し てく ださ い。

※研究計画書には、 所定の提出票を 貼っ て提出し てく ださ い。

⑧　  「 在職期間証明書（ 別紙 1 ）」 又は「 勤務と 同等の在籍期間証明書（ 別紙 ２ － 1 ）」（ 本学所定用紙ま

たは所属先の様式）

※証明が得ら れない場合は、 在職等の状況を 確認でき る 書類を 提出し てく ださ い。

※ 勤務と 同等の在籍経験があ る 者については、 指導予定教員が作成する 「 勤務と 同等の在籍経験があ

る と 判断する 理由書（ 別紙 ２－ ２）」（ 本学所定用紙） を 併せて提出し てく ださ い。

※ 日本語ま たは英語以外の言語で記載さ れた証明書については、 大使館や公証役場等の公的機関が証

明済の日本語ま たは英語によ る 訳文を 添付し てく ださ い。

⑨　 本人の宛先記入の封筒 3 枚

※『 受験票等送付用』（ 664円切手貼付）・『 合否通知書類送付用』・『 入学手続書類送付用』

※いずれの封筒も 記入する 氏名は、 必ず同一言語で記入し てく ださ い。

※ 『 受験票等送付用』 の送付先が日本国外の場合は、 国際返信切手券（ ａ ．中国・ 韓国・ 台湾1２枚、  

ｂ ．ア ジア【 ａ ．の地域を 除く 】1５枚、 ｃ ．オセアニア・ カ ナダ・ メ キ シコ・ 中近東・ ヨ ーロ ッ パ２５枚、  

ｄ ．米国【 グ ア ム 等海外領土含む】30枚、 ｅ ．中南米【 メ キ シ コ を 除く 】・ ア フ リ カ２8枚）を 提出し てく

ださ い。

※ 『 受験票等送付用』 封筒に貼付する 664円切手（ 内訳： 定型郵便物84円、 速達料２60円、 簡易書留料

3２0円） は、 郵便料金が改正さ れた際は、 改正後の料金分の切手を 貼付し てく ださ い。

※『 合否通知書類送付用』 及び『 入学手続書類送付用』 封筒については、 切手貼付不要です。

⑩　 在留カ ード ま たは特別永住者証明書の（ 両面） 写し 【 日本国内在住の外国人出願者に限る 】

パス ポート の写し （ 氏名が記載さ れたページ及び短期滞在ビ ザを お持ちの場合はそれが記載さ れた

ページ）【 日本国外在住の外国人出願者に限る 】

⑪　 その他、 出願資格が確認でき る 書類
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※ 日本語ま たは英語以外の言語で記載さ れた証明書については、 大使館や公証役場等の公的機関が証

明済の日本語ま たは英語によ る 訳文を 添付し てく ださ い。

⑶　 注意事項

①　 志願者が希望する研究内容が、 志望研究分野の研究内容と 一致する かなどを 確認するため、 でき る

限り 志望する 研究分野の担当教員に事前連絡を 取るよ う にし てく ださ い。

　 なお、 行動学系、 教育学系、 共生学系については、 事前連絡が必須ですので、 ご注意く ださ い。

　 　 ま た、 教育学系の臨床教育学研究分野では、 本研究科のウ ェ ブサイ ト で事前告知のう え、 年 1 回、

説明会を 開催し ていま す。

②　 確認を 行う 場合の志望研究分野の担当教員への事前の連絡は、 願書等受理期間初日の ２週間前ま で

に完了さ せてく ださ い。

③　 本研究科教員の研究内容については、本研究科ウ ェ ブサイ ト や大阪大学研究者総覧を 参照く ださ い。

　 　 大阪大学大学院人間科学研究科ウ ェ ブサイ ト 　 https://w w w .hus.osaka-u.ac.jp/

　 　 大阪大学研究者総覧　 https://rd.iai.osaka-u.ac.jp/

《 指導予定教員へのア ポイ ン ト について》

　 ・  大阪大学研究者総覧ま た はresearchm ap（ リ サーチマ ッ プ） で志望する 研究分野の担当教員の 

メ ールア ド レ ス を 確認し 、 連絡を 取っ てく ださ い。 https://researchm ap.jp/

　 ・  大阪大学研究者総覧等でメ ールア ド レ ス が公開さ れていない場合は、 以下の記載に基づき 志望す

る 研究分野の担当教員宛てのメ ールを 送信し てく ださ い。 教務係が指導予定教員にメ ールを 転送

し ま す。

　 ・  本研究科ウ ェ ブサイ ト にアク セス し 、ウ ェ ブサイ ト 画面下の「 お問い合わせ」 を ク リ ッ ク し 、「 内

容別の問い合わせ先」 の「 大学院入試に関する こ と 」 に記載の 「 人科教務係 大 学院入試担当」

のア ド レ ス に必要事項（ 氏名、 E-m ail、 連絡を 取り たい教員の氏名、 研究分野、 教員への問い合

わせ内容、 ご 自身の研究内容、 略歴等） を 記載の上、 メ ールを 送信し てく ださ い。

④　 願書等に記入する 氏名と 証明書に記載さ れた氏名が改氏名等によ り 異なる 場合は、 同一人物であ る

こ と を 証明する 公的書類（ 戸籍抄本等） を 添付し てく ださ い。

⑤　 出願書類に不備があ る 場合には、 受理し ま せん。 ま た、 出願手続後の出願書類の変更・ 返還はでき

ま せん。

⑥　 検定料は次の場合を 除き 返還はでき ま せん。

・ 出願書類を 提出し なかっ た場合ま たは受理さ れなかっ た場合

・ 検定料を 誤っ て二重に振込んだ場合

※ 上記によ り 返還請求する 場合は、「 3 ． 出願方法及び注意事項⑴」 に記載の願書等受理期間最終日

の14日後ま でに本研究科教務係（ kyomu@ hus.osaka-u.ac.jp） へ検定料返還請求書を 請求し てく だ

さ い。

⑦　 受験票は、 1 月中旬に発送し ま す。（ 受験票が試験日の 1 週間前ま でに到着し な いと き は教務係へ

問い合わせてく ださ い。）

⑧　 出願書類に虚偽の記載を し た場合は、入学決定後であっ ても 入学の許可を 取り 消すこ と があ り ま す。

４． 障がい者等の事前相談

　 障がい等があ る 者で、 受験及び修学に際し て特別な配慮を 希望する 者は、 出願開始日の 1 か月前ま でに教

務係（ kyomu@ hus.osaka-u.ac.jp） ま で問い合わせてく ださ い。
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５． 入学者選抜

　 学力試験、 出願書類（ 特に研究計画書） を 総合し て評価し ま す。

注） 学力試験

行動学系、 社会学・ 人間学系、 共生学系は、 口述試験を 行いま す。

教育学系は、 筆記試験（ 専門科目） 及び口述試験を 行いま す。 ただし 、 筆記試験の成績によ っ ては、 口

述試験の受験資格を 失う 場合があ り ま す。

⑴　 筆記試験（ 教育学系のみ）

期　 　 　 　 　 日 時　 　 　 間 科　 　 　 目 場　 　 　 所

令和 6 年 1 月31日㈬ 10： 00～11： 30 専　 門　 科　 目
吹田キ ャ ン パス
人間科学研究科

注） 辞書の持込み不可

⑵　 口述試験の受験資格者発表（ 教育学系のみ）

　 口述試験の受験資格者発表は、 人間科学研究科ウ ェ ブサイ ト に受験番号を 掲載し ま す。

日　 　 　 　 　 時 掲　 　 載　 　 場　 　 所

令和 6 年 ２ 月 1 日㈭　 17： 00以降
人間科学研究科ウ ェ ブサイ ト
T OPページ⇒New s 入試情報

　 ま た、 ウ ェ ブサイ ト に掲載する ほか、 令和 6 年 ２ 月 ２ 日㈮の 9 ： 30に人間科学研究科本館正面玄関に

掲示によ り 教育学系の受験資格者を 発表し ま す。

⑶　 口述試験

日　 　 　 　 　 時 場　 　 　 所

令和 6 年 ２月 ２日㈮　 10： 00～
吹田キ ャ ン パス
人間科学研究科

注） 10： 00に集合し た後は、 各学系から の指示に従っ てく ださ い。

注） 口述試験は、 個人面接の形態で行う ため、 終了時間は各人異なり ま す。

６． 合格者発表

　 人間科学研究科ウ ェ ブサイ ト に合格者受験番号を 掲載し ま す。

日　 　 　 　 　 時 掲　 　 載　 　 場　 　 所

令和 6 年 ２月 6 日㈫　 13： 30～
人間科学研究科ウ ェ ブサイ ト
T OPページ⇒New s 入試情報

　 合格者には、 合格通知書及び入学手続案内文書を 出願時に同封さ れた封筒にて郵送し ま す。

７． 入学手続

⑴　 合格者には、 令和 6 年 ２ 月中旬に出願時に提出さ れた封筒で入学手続案内文書を 郵送し ま す。 入学手

続案内文書に従い、 令和 6 年 3 月 4 日㈪～令和 6 年 3 月 6 日㈬必着で必要書類を 簡易書留郵便で郵送し

て入学手続を 完了し てく ださ い。

⑵　 所定の期間内に入学手続を 完了し ない場合には、 入学を 辞退し たも のと し て取り 扱いま す。

⑶　 入学料及び授業料

入　 　 学　 　 料　 ： 　 ２8２, 000円（ 令和 ５ 年 ５月現在）

授　 　 業　 　 料　 ： 　 年額　 ５3５, 800円〔 半期２67, 900円〕（ 令和 ５年 ５ 月現在）

※入学料、授業料の納入時期、納入方法等詳細については、別途入学手続案内文書でお知ら せし ま す。

※ 入学料、 授業料の金額については変更する こ と があ り ま す。  

ま た、 在学中に授業料の改定が行われた場合には、 改定時から の新授業料が適用さ れま す。
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８． 出願資格審査

　「 ２． 出願資格の⑵」 によ り 出願資格審査を 受けよ う と する も のは、 申請書類を 取り そろ え 、 申請期間内

必着にて 大阪大学大学院人間科学研究科教務係へ簡易書留郵便によ り 郵送し てく ださ い。 日本国外から の申

請の場合も 、 申請期間最終日を 必着期限と し ま す。

　 な お、 宛名は、 大阪大学大学院人間科学研究科　 大学院入学資格認定委員会宛と し 、「 博士前期課程社会

人特別入試出願資格審査書類在中」 と 朱書き し てく ださ い。

⑴　 申請書類（ 提出さ れた書類は返却し ま せん。）

①　 出願資格審査申請書（ 本学所定用紙）

②　 出願資格審査調書（ 本学所定用紙）

③　 自己推薦書（ Ａ 4 用紙・ ２, 000字程度、 今ま で行っ て き た 仕事や勉強（ 研究） 内容と 今後行いた い

研究内容を 含めて作成し てく ださ い）

④　 他者の推薦書 ２ 通（ 担当教員、 上司等適正能力を 評価でき る 者）

⑤　 最終出身学校の卒業（ ま たは在学期間） 証明書ま たは卒業見込証明書

⑥　 最終出身学校の成績証明書

⑦　 最終出身学校の学則及びシラ バス （ 授業計画）（ 写し 可）

⑧　 職歴に関する 証明書（ 履歴に記入し た職歴の証明を 提出し てく ださ い）

⑨　 その他、 自己の学力を 示す論文やレ ポート 、 所持し ている 資格で参考になる も のがあ ればその写し

や証明書等

⑩　 返信用封筒（ 長形 3 号－縦２3. ５㎝×1２㎝）（ 返信先を 明記し 、 664円切手を 貼付し てく ださ い）

※ 返信用封筒に貼付する 664円切手（ 内訳： 定型郵便物84円、 速達料２60円、 簡易書留料3２0円） は、

郵便料金が改正さ れた際は、 改正後の料金分の切手を 貼付し てく ださ い。

※ 送付先が日本国外の場合は、 EM S（ 国際ス ピ ード 郵便） で郵送する ため、 国際返信切手券（ ａ ．中

国・ 韓国・ 台湾1２枚、 ｂ ．アジ ア 【 ａ ．の地域を 除く 】 1５枚、 ｃ ．オセア ニア・ カ ナダ・ メ キシ コ ・

中近東・ ヨ ーロ ッ パ２５枚、 ｄ ．米国【 グ ア ム 等海外領土含む】 30枚、 ｅ ．中南米【 メ キシコ を 除く 】・

ア フ リ カ ２8枚） を 提出し てく ださ い。

注）  申請書類④⑤⑥⑦⑧⑨については、日本語ま たは英語以外の言語で記載さ れたも のであ る 場合は、

大使館や公証役場等の公的機関が証明済の日本語ま たは英語によ る 訳文を 添付し てく ださ い。

⑵　 注意事項

①　 願書等に記入する 氏名と 証明書に記載さ れた氏名が改氏名等によ り 異なる 場合は、 同一人物であ る

こ と を 証明する 公的書類（ 戸籍抄本等） を 添付し てく ださ い。

②　 出願書類に虚偽の記載を し た場合は、入学決定後であっ ても 入学の許可を 取り 消すこ と があ り ま す。

⑶　 出願資格審査申請期間

申　 請　 期　 間

令和 ５ 年10月16日㈪　 ～　 令和 ５ 年10月２0日㈮　 必着

⑷　 出願資格審査結果通知

　 令和 ５年10月30日㈪に審査結果通知書を 郵送する 予定です。（ 1 週間を 過ぎ て も 到着し ない場合は教

務係に問い合わせてく ださ い。）

⑸　 その他

　 出願資格審査申請書等、本学所定用紙は、人間科学研究科ウ ェ ブ サイ ト から ダ ウ ン ロ ード し て く だ 

さ い。

人間科学研究科ウ ェ ブサイ ト

　 大学院受験生　 > > 　 大学院入試　 > > 　 出願資格審査について

９． 個人情報の取扱い

⑴　 出願時に提出さ れた氏名、 住所、 その他の個人情報については、「 入学者選抜（ 出願処理、 選抜試験
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実施）」、「 合格者発表」 及び「 入学手続」 等の入試業務を 行う ために利用し ま す。  

　 な お、 合格者については合格発表日以降、 入学後に履修可能な教育プロ グ ラ ム について案内する ため

に利用する こ と があ り ま す。  

　 ま た、 入学者については、「 教務関係（ 学籍管理、 修学指導）」、「 学生支援関係（ 健康管理、 授業料免

除・ 奨学金申請、 就職支援等）」 及び「 授業料収納に関する 業務」 を 行う ためにも 利用し ま す。

⑵　 入学者選抜に用いた試験成績等の個人情報は、「 入試結果の集計・ 分析」、「 入学者選抜方法の調査・

研究」 及び「 学生支援関係（ 奨学金業務等）」 のために利用し ま す。

⑶　 上記⑴及び⑵で得ら れた個人情報は、 上記のほか、「 入学者選抜方法及び大学教育の改善」、「 大学の

管理運営（ 各種調査・ 分析、 事業企画等）」 のために利用する こ と があ り ま す。 ただし 、 個人が特定さ

れる 形で、 その成果が公表さ れる こ と はあ り ま せん。

⑷　 上記⑴～⑶の業務を 行う にあ たり 、 一部の業務を 外部の業者に委託する 場合があ り ま す。 こ の場合、

外部の事業者と 個人情報の取扱いが適切に行われる よ う 契約を 結んだ上で、 当該事業者に対し て、 提出

さ れた個人情報の全部ま たは一部を 提供し ま す。

１0． その他

⑴　 自動車及び自動二輪（ 原動機付自転車を 含む） によ る 大学構内への入構はでき ま せん。

⑵　 受験のための宿泊施設等の斡旋はし ま せん。

⑶　 自然災害や感染症拡大など の緊急事態の発生によ り 、 やむを 得ず選抜方法及び日程等が変更になる 可

能性があ り ま す。 その対応につき ま し ては、 必要に応じ て本研究科のウ ェ ブサイ ト に掲載若し く は入学

願書に記載のメ ールアド レ ス に送信いたし ま すので、 必ず確認し てく ださ い。

 令 和 ５ 年 ５ 月

書類送付先及び問い合わせ先

〒５６５-0８７１　 吹田市山田丘 １－ ２　 　 　 大阪大学大学院人間科学研究科教務係

TEL 0６－６８７９－８0１４（ 直通）

e-mail： kyomu@ hus.osaka-u.ac.jp

事務取扱時間： 平日の９時00分～１１時３0分、 １２時３0分～１７時00分

（ 年末年始、 入試等の行事実施日等を 除く 。）

大阪大学大学院人間科学研究科ウェ ブサイ ト 　 https://www.hus.osaka-u.ac.jp/

－ 7 －

mailto:kyomu@hus.osaka-u.ac.jp
https://www.hus.osaka-u.ac.jp/


令和 ５年度　 担当教員研究内容一覧

系 講
座 研　 究　 分　 野 担　 当　 教　 員 研　 　 　 　 究　 　 　 　 内　 　 　 　 容

行

　
　
　
　 動

　
　
　
　 学

　
　
　
　 系

人

　 間

　 行

　 動

　 学

基 礎 心 理 学
教 授 ◎入戸野　 　 　 宏 心理生理学（ 特に脳波）、工学心理学、「 かわいい」の実験心理学

教 授 森 川 和 則 知覚（ 特に視覚）と 認知の実験心理学的研究［ 令和 ６年 ３月退任予定］

応 用 認 知 心 理 学 教 授 ◎篠 原 一 光 日常的場面における 行動と 認知の実証的研究、認知人間工学、交通心理学

社 会 心 理 学
教 授 ◎三 浦 麻 子 コ ミ ュ ニケーショ ン・ 集団過程に関する 実験社会心理学研究

准 教 授 ◎綿　 村　 英一郎 法と 心理、 司法制度に関わる 心理学的研究

臨床死生学・ 老年行動学 教 授 ◎権 藤 恭 之 高齢期の認知機能の特徴、超高齢期における 心理的発達、長寿要因の研究

環 境 行 動 学

教 授 ◎三　 好　 恵真子 実践志向型地域研究によ る 環境問題の課題解決 、食と 環境、人と 自然と の共生、環境修復・ リ サイ ク ル技術開発

准 教 授 ◎青 野 正 二 環境問題の諸要因と 人間行動、騒音制御、音響学、環境評価、環境デザイ ン

准 教 授 ◎小 林 清 治 ｢迷惑施設｣の立地を めぐ る 紛争と 合意形成に関する 研究、環境問題と 公共性

安 全 行 動 学 准 教 授 ◎中　 井　 　 　 宏 効果的な安全教育プロ グラ ム の開発と 実践、不安全行動の個人差研究

行 

動 

生 

態 

学

比 較 発 達 心 理 学 教 授 ◎鹿子木　 康　 弘 乳幼児を対象と し た社会的認知に関する 発達研究

行 動 生 理 学 教 授 ◎八十島　 安　 伸 学習・ 記憶・ 情動・ 行動選択の脳基盤についての行動神経科学的研究

行 動 統 計 科 学
教 授 足 立 浩 平 多変量統計解析のモデルと 解法の研究開発［ 令和 ６年 ３月退任予定］

准 教 授 ◎山 本 倫 生 統計的データ 解析手法と その数理的基礎理論の研究開発

生 物 人 類 学 准 教 授 ◎中 野 良 彦 運動と 形態の系統発達から 見た人類進化に関する 研究

比 較 行 動 学
講 師 ◎勝　 　 　 野吏子 コ ミ ュ ニケーショ ンに関する 比較認知・ 行動学

講 師 ◎山 田 一 憲 霊長類の社会行動の至近要因・ 発達・ 適応的機能・ 進化に関する 研究

社

　
　 会

　
　 学

　
　 ・

　
　 人

　
　 間

　
　 学

　
　 系

社

　
　 会

　
　 環

　
　 境

　
　 学

現代社会と 社会理論

教 授 ◎川　 端　 　 　 亮 ま ちづく り 研究や新宗教研究を含む現代社会の研究

准 教 授 ◎クロイド ン・ シルビア
CROYDON Silv ia 犯罪社会学、 生命倫理学、 人権理論と 実践

准 教 授 ◎山 田 陽 子 感情社会学、 医療社会学、 社会問題論、 社会学史

准 教 授 ◎遠 藤 知 子 福祉理論、 社会政策、 現代政治理論、 デモク ラ シー論

経 験 社 会 学

教 授 ◎吉　 川　 　 　 徹 計量社会意識論、 社会階層論、 学歴社会論

教授（ 兼） ◎川　 端　 　 　 亮 社会調査法、宗教性・ 宗教意識の研究、テキスト の計量的分析法

准 教 授 ◎五十嵐　 　 　 彰 移民研究、 排外意識・ 集団間関係研究

文 化 社 会 学

教 授 ◎山 中 浩 司 医療社会学、臨床文化史、科学社会学、テク ノ ロ ジーの社会研究

教 授 ◎辻　 　 　 大　 介 コ ミ ュ ニケーショ ン論、 メ ディ ア研究

教授【 兼】
Ｇ Ｉ 機構 石　 川　 真由美 グローバリ ゼーショ ンと 文化・ 知識、高等教育のグローバル化、東南アジア/日本社会論

基

　 礎

　 人

　 間

　 科

　 学

科学哲学・ 分析哲学 教 授 ◎森 田 邦 久 科学史、科学哲学、科学技術社会論、分析哲学、分析形而上学

哲 学 と 質 的 研 究
教 授 ◎村 上 靖 彦 現象学、 現象学的な質的研究

教授【 兼】
COデザインセンター ほんま 　 な　 ほ 哲学プラ ク ティ ス 、 フ ェ ミ ニズム哲学

比 較 文 明 学 准 教 授 ◎野 尻 英 一 哲学、 社会理論、 精神分析、 表象文化論

人 類 学
教 授 ◎福　 岡　 ま ど か

アート の人類学的研究、文化表象と 身体表象の人類学的研究、東南

アジアの上演芸術研究、現代アート と ポピュラーカルチャー研究

教 授 ◎白 川 千 尋 医療人類学、 宗教人類学、 アジア・ オセアニア研究

科 学 技 術 と 文 化
教 授 ◎森 田 敦 郎 科学技術の人類学、気候変動適応における 科学技術と 文化的想像力のダイ ナミ ズ ム 、人新世の環境人文学

講 師 ◎鈴　 木　 和歌奈 科学技術社会論、 実験室の民族誌、 ケア論、 情動論

教

　 育

　 学

　 系

臨 

床 

教 

育 

学

教 育 人 間 学 教 授 ◎岡 部 美 香 近代の教育人間学・ 人類学、子ども 期（ インファンス）の教育思想史、教育民俗学

人 間 変 容 論 教 授 ◎藤 川 信 夫 人間の変化・ 変容のパタ ーンに関する 理論的及び実践的研究

教 育 工 学

教 授 ◎西 森 年 寿 テク ノ ロ ジー活用など の学習環境のデザイ ンに関する 研究

教授【 兼】
経営企画オフィ ス 齊 藤 貴 浩 教育事業評価、大学評価、高校生の進路選択、プログラミ ング教育

教授【 兼】
全学教育推進機構 村 上 正 行 大学教育における 教育データ 分析、 授業デザイ ンに関する 研究

准教授【 兼】
国際教育交流センター 岡 本 紗 知 科学教育、 微生物学、 科学英語

講 師 ◎後 藤 崇 志 人の主体的な社会適応を支える 教育・ 学習過程の研究

教 育 心 理 学 教 授 ◎野 坂 祐 子 被害体験によ る 影響と その回復に関する 研究

臨 床 心 理 学
（ M C臨床心理士養成コ ース ）

教 授 老 松 克 博 心理療法における 宗教性、心身相関、自己愛、イメ ージ変容についてのユング 心理学的・ 精神医学的研究［ 令和６年３月退任予定］

教 授 ◎野 村 晴 夫 心理療法、生涯発達における 語り（ ナラ ティ ヴ）と 記憶想起の機能の研究

教授（ 兼）
教育心理学研究分野 野 坂 祐 子 被害体験によ る 影響と その回復に関する 研究

准 教 授 ◎佐々木　 　 　 淳 社交不安に関する 研究及び認知行動療法の実践と 研究
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系 講
座 研　 究　 分　 野 担　 当　 教　 員 研　 　 　 　 究　 　 　 　 内　 　 　 　 容

教

　 育

　 学

　 系

臨 

床 

教 

育 

学

臨 床 心 理 学
（ M C臨床心理士養成コ ース ）

准 教 授 ◎管 生 聖 子 周産期・ 精神科医療領域における こ こ ろのケア、グリ ーフ ケア、子育て支援

准教授（ 兼）
公認心理師プログラム運営室 平　 井　 　 　 啓 コ ンサルテーショ ンリ エゾン心理学の理論と 実践、意思決定と 行動変容に関する 実践的研究

准教授【 兼】
キャンパスライフ健康支援・

相談センター
石 金 直 美

生涯発達の段階、病態水準、心理療法の行われる 場の違いによ

る 心理療法のプロ セス およ び治癒因子の研究

准教授【 兼】
大阪大学・ 金沢大学・

浜松医科大学・ 千葉大学・
福井大学 連合小児発達学研究科

藤 野 陽 生 心理療法における 身体性、 動作法、 筋疾患者の心理学

教

　 育

　 環

　 境

　 学

教 育 社 会 学

教 授 ◎木 村 涼 子 ジェンダーと 教育に関する 研究、ジェンダーに関する歴史社会学

教 授 ◎荒 牧 草 平 社会構造やネット ワーク が人々の行為に与える 影響の研究

教授【 兼】
国際教育交流センター 有 川 友 子 教育人類学、 異文化間教育学、 文化習得に関する 研究

教 育 制 度 学
教 授 ◎園 山 大 祐 EU/フランス/マイノリ ティ の教育政策・ 制度に関する比較国際研究

准 教 授 ◎髙　 橋　 　 　 哲 アメ リ カ／子ども の教育を受ける 権利／教師の働き方／教育改革の日米比較

生 涯 教 育 学

教 授 ◎岡　 田　 千あき 生涯スポーツ、コミ ュニティと スポーツ、開発と 平和のためのスポーツに関する研究

教授（ 兼）
教育社会学研究分野 木 村 涼 子 ジェンダーと 教育に関する 研究、ジェンダーに関する歴史社会学

准 教 授 ◎北 山 夕 華 北欧／イギリ ス／多文化社会の教育実践と 社会正義、 シティ ズンシッ プ教育

准教授【 兼】
国際教育交流センター 石　 倉　 佑季子 高等教育政策、 大学の国際化、 入試の多様化

教 育 文 化 学
教 授 ◎髙 田 一 宏 同和教育論、 地域教育論、 教育と 福祉の連携に関する 研究

教授（ 兼）
共生社会論研究分野 志 水 宏 吉 教育シス テム・ 学校文化に関する 社会学的研究

共

　
　
　
　
　 生

　
　
　
　
　 学

　
　
　
　
　 系

未

　
　 来

　
　 共

　
　 生

　
　 学

共 生 の 人 間 学

教 授 ◎斉 藤 弥 生
社会福祉学、高齢者介護・ 地域福祉・ボランティ ア等に関する研究、北欧社会研究

⃝ 令和５年４月、社会環境学「 福祉社会論」研究分野から 異動

教授（ 兼）
人間変容論研究分野 藤 川 信 夫 歴史的・ 文化的人間学、支援者・ 被支援者間の相互行為に関するド ラマト ゥ ルギー的研究

教授【 兼】
COデザインセンター 山 﨑 吾 郎 文化人類学、新技術の受容と その社会的インパクト 、人口減少と 自然―社会環境の変化

准 教 授 ◎近 藤 和 敬 共生の哲学・ 思想、 現代フ ラ ンス 哲学、 日本の思想

准 教 授 ◎中 井 好 男 こ と ばと その活動、ディ スアビリ ティ から 共生を考える質的研究

共 生 社 会 論

教 授 ◎稲 場 圭 信 利他主義・ 市民社会のアク ショ ン・リ サーチ、ソ ーシャ ル・ キャピタルと し ての宗教に関する 研究

教 授 志 水 宏 吉 教育における 排除と 包摂、格差社会のなかの公正に関する 研究

教 授 千　 葉　 　 　 泉 「 自分ら し さ 」活用学、対話と 共生、音楽的コ ミ ュ ニケーショ ン、ラ テンアメ リ カ地域研究［ 令和６年３月退任予定］

共 生 行 動 論

教 授 ◎渥 美 公 秀 ボランティ ア行動を介し た被災者・ 被災地と の共生に関するグループ・ ダイナミ ッ ク ス 研究

教授（ 兼）
臨床死生学・

老年行動学研究分野
権 藤 恭 之

ソ ーシャ ルキャ ピタ ルが健康、 寿命に与える 影響の研究、 長

寿者の語り から 見る 幸福感の研究

教授【 兼】
国際教育交流センター 近　 藤　 佐知彦 多文化共生の局面での行動や社会構築のあり 方に関する 研究

准 教 授 ◎宮　 本　 　 　 匠 災害復興、防災・ 減災、地域活動についてのアク ショ ンリ サーチ

共 生 教 育 論

教授【 兼】
理事・ 副学長 ◎山本ベバリ ー・ アン

Y A M A M OT O Bever ley A nne
ジェンダー・セクシュアリ ティ 研究、多文化社会の諸問題、教育の国際化研究

准 教 授 ◎エツロット・ クリ スティ アン
ETZRODT Christian

社会学理論、 国際化、 社会学教育、 政治社会学、 金融論

グ

ロ

ー

バ

ル

共

生

学

国 際 協 力 学

教 授 ◎澤 村 信 英 比較国際教育学、国際教育開発論、アフ リ カにおける 教育開発・ 国際協力に関する 研究

教 授 ◎杉 田 映 理 水・ 衛生・月経対処の諸問題、アフリ カにおける社会開発・国際協力に関する研究、開発人類学

教授（ 兼）
人類学研究分野 白 川 千 尋 国際協力活動の人類学的研究

地 域 創 生 論

教 授 ◎大 谷 順 子 国際保健・ 人口学、母子保健、国際災害社会学、中国・ 中央アジア地域の社会開発、研究方法論

教 授 ◎河 森 正 人 東アジアの高齢者・ 障がい者福祉、共生のコミ ュ ニティ づく り に関する 研究、地方創生、タ イ 地域研究

教 授 ◎藤 目 ゆ き 日本近現代史、 アジア女性史、 ジェ ンダー論

教授【 兼】
Ｇ Ｉ 機構 住 村 欣 範 地域創生に関する 研究、東南アジアにおける 食の近代化に関する 研究、国際協力に関する 研究

コ ン フ リ ク ト と 共生

准 教 授 ◎モハーチ・ ゲルゲイ
MOHA CSI Gergely

病気と 創薬の比較民族誌研究、気候変動における 植物と 人間の共生、プラ ネタリ ーヘルス

准 教 授 ◎太 田 貴 大 生態系サービス、自然環境共生、自然環境政策、持続的な農林水産業、野生生物―人間関係

講師（ 兼）
比較行動学研究分野 山 田 一 憲 利害の対立と 葛藤解決がもたら す霊長類の社会進化、動物と 人間の共生

（ 注） １ ． こ の一覧表は令和 ５年 ４月 １日現在で作成し ていま す。 以後の変更は人間科学研究科ウ ェ ブサイ ト （ https://w w w .

hus.osaka-u.ac.jp） 等でお知ら せし ま すので、 ご確認く ださ い。   

（ ※社会学・ 人間学系社会環境学講座の「 コ ミ ュ ニケーショ ン社会学」「 福祉社会論」 は、 令和６ 年度から 廃止と なる た

め記載なし ）

２ ． 職名の（ 兼） は研究科内兼任教員を 、【 兼】 は研究科外の兼任教員を 示し ま す。 職名の下の表記は所属を 示し ま す。 

（ ※「 GI機構」 はグロ ーバルイ ニシアティ ブ機構の略称）

３ ． 氏名の前に◎印を付し ていない教員については、 主たる 指導教員になる こ と ができ ま せん。   

（ ※副指導教員になる こ と は可能）  

　 ま た、 希望する 指導教員が複数の研究分野に在籍し ている 場合は、 必ず◎印を付し た研究分野で出願し てく ださ い。
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○利用交通機関（ 吹田地区）

〔 バ　 　 　 ス 〕 阪急バス 　 千里中央駅発「 阪大本部前行」 ま たは「 茨木美穂ヶ 丘行」（ 阪急山田駅経由）

近鉄バス 　 阪急茨木市駅発「 阪大本部前行」（ JR茨木駅経由）

いずれも 、「 阪大医学部前」 ま たは「 阪大本部前」 下車、 徒歩約 5 分

〔 モノ レ ール〕 大阪モノ レ ール「 阪大病院前駅」 下車西へ徒歩約10分

〔 電　 　 　 車〕 阪急電車千里線 　「 北千里駅（ 終点）」 下車　 東へ徒歩約30分

● 人間科学研究科 試験実施場所 ●

※ 本学では車両によ る 入構を 規制し ていま す｡
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